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トウモロコシ二期作における２作目の不耕起栽培の特性 

［要約］ トウモロコシ二期作における２作目の不耕起栽培の特性を検討するため、不

耕起播種と耕起播種したトウモロコシの初期生育および収量性を比較した。不耕起播種

は耕起播種と比較して、発芽期は同じであったが雄穂出穂期および開花期は２日、絹糸

抽出期は３日遅かった。初期生育は、施肥方法が異なる 2017 年および 2018 年は、耕起

播種は不耕起播種と比較して優れたが、施肥方法を不耕起播種と同じ表面散布した 2019

年は差がなかった。台風の被害がなかった 2017 年は、乾物収量は耕起播種の方が不耕

起播種より多かったが、乾雌穂重は同じであった。 
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［背景・ねらい］ 

 トウモロコシ二期作における２作目の不耕起栽培の特性について検討するため、不耕起

播種と耕起播種したトウモロコシの生育性および収量性を比較する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1 不耕起播種は耕起播種と比較して、発芽期は同じであったが雄穂出穂期および開花期は

２日、絹糸抽出期は３日遅かった（表１）。 

2 初期生育として播種４週後の草丈を比較したところ、施肥方法が異なる 2017 年および

2018 年は、耕起播種播は不耕起播種と比較して優れたが、施肥方法を不耕起播種と同じ

表面散布した 2019 年は差がなかった（図１）。 

4 ２作目の乾物収量は、台風の被害がなかった 2017 年では乾物収量は耕起播種の方が不

耕起播種より多かったが、2018 年および 2019 年は台風による甚大な被害を受けて乾物収

量は著しく減少した（図２）。 

5 ２作目の乾雌穂重割合は、台風の被害がなかった 2017 年では乾物収量は耕起播種の方

が不耕起播種より多かったが、2018 年および 2019 年は台風による甚大な被害を受けて乾

雌穂重割合は著しく低下した（図３）。 

6 以上のことから、不耕起播種は耕起播種と比較して生育性および収量性がやや劣るが、

施肥方法を改善することにより収量が向上すると考えられた。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

1 １作目トウモロコシ収穫後、２作目トウモロコシを不耕起播種または耕起播種した。播

種後、不耕起播種は化学肥料を表面散布、耕起播種は 2017 年および 2018 年は側条施肥、

2019 年は表面散布した。 

2 不耕起播種は、１作目収穫から２作目の播種までの期間を短縮することができるため、

トウモロコシ二期作の安定栽培のためには有効な播種方法である。 



 

［具体的データ］ 
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表１　播種方法の違いによる２作目トウモロコシの生育性の差

試験年 播種方法 発芽期
雄穂

出穂期
雄穂

開花期
絹糸

抽出期

2017 不耕起 3 54 57 57
耕起 3 52 54 54

2018 不耕起 4 53 54 56
耕起 3 50 52 51

2019 不耕起 3 50 52 54
耕起 3 50 51 54

3年間平均 不耕起 3 52 54 56
耕起 3 51 52 53

1数値は、播種後の日数
2
播種日は2017年および2018年は8月1日、2019年は7月31日


